
JP 4053508 B2 2008.2.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂直期間ごとに、マトリクス状に配列された画素に画像データを印加し、一画面の表示
を行う画像表示手段と、
　液晶層を挟持する電極対を備え、前記画像表示手段に貼り合わされ、二次元画像表示と
三次元画像表示とを切り替える表示切り替え用の液晶パネルとを有する表示装置の駆動方
法であって、
　１以上の垂直期間に１回の周期で、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させること
を特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記表示装置は、外部から入力される表示切替用信号に応じて、二次元画像表示と三次
元画像表示とが切り替えられ、
　三次元画像表示を表す表示切替用信号が入力されると、前記電極対に電圧を印加しない
ことにより三次元画像表示を行う一方、
　二次元画像表示を表す表示切替用信号が入力されると、前記電極対に印加する電圧の極
性を、１以上の垂直期間に１回の周期で反転させて二次元画像表示を行うことを特徴とす
る請求項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記垂直期間と同じ周期で、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させることを特徴
とする請求項１または２に記載の表示装置の駆動方法。
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【請求項４】
　前記垂直期間のＮ倍（Ｎは２以上の整数）の周期で、前記電極対に印加する電圧の極性
を反転させることを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記画像表示手段の垂直帰線期間内に、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させる
ことを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　前記各垂直期間の開始時点に合わせて、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させる
ことを特徴とする請求項３または４に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記電極対において、画像表示手段と液晶パネルとの貼り合わせ面側の電極に直流電圧
を印加することを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記画像表示手段が、液晶層と、該液晶層を挟持する電極対とを備え、
　前記画像表示手段が備える電極対において、画像表示手段と液晶パネルとの貼り合わせ
面側の電極に直流電圧を印加することを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置の
駆動方法。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の表示装置の駆動方法を実現する制御手段を備える
ことを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　前記画像表示手段において画像データを印加するための電源と、前記液晶パネルが備え
る電極対に電圧を印加するための電源とを共通化することを特徴とする請求項９に記載の
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＯＡ機器やＡＶ機器等に用いられるマトリクス型の画像表示手段に液晶パネ
ルを貼り合わせた構造を持つ表示装置の駆動方法および表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、マトリクス型表示装置に液晶パネルを貼り合わせた構造を持つ表示装置が知
られている。例えば、ドットマトリクス型表示装置（例えば、Ｍ行Ｎ列のアクティブマト
リクス型液晶パネル）と二次元表示／三次元表示切替用液晶パネル（以下、単に切替用液
晶パネルとよぶ）とを貼り合わせた構造で、二次元画像表示と三次元画像表示とを電気的
に切替可能とする二次元／三次元画像両用の液晶表示装置である（例えば、特許文献１参
照）。
【０００３】
　図１２、１３に二次元／三次元画像両用の液晶表示装置におけるパネル部の断面図を示
す。図１２は、三次元画像の表示時を示し、図１３は、二次元画像の表示時を示している
。図１２、１３に示されるように、二次元／三次元画像両用の液晶表示装置は、ドットマ
トリクス型液晶パネル１０１と切替用液晶パネル１０２とを貼り合わせた構造を有してい
る。
【０００４】
　ドットマトリクス型液晶パネル１０１は、偏光板１１１、対向電極１１２、液晶層１１
３、画素電極１１４および偏光板１１５が積層されてなる。画素電極１１４には、図示し
ない能動素子が設けられており、走査電極制御回路（図示せず）から入力された走査信号
により該能動素子のオン／オフ制御が行われ、映像信号制御回路（図示せず）からの映像
信号が画素電極１１４に入力される。すなわち、ドットマトリクス型液晶パネル１０１は
、画像データに応じた表示画面を生成する表示画像生成手段として備えられている。
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【０００５】
　切替用液晶パネル１０２は、パターン化位相差板１２１、上電極１２２、液晶層１２３
、下電極１２４および偏光板１２５が積層されてなり、液晶層１２３への印加電圧の有無
により、視差バリアの有無を切り替える機能を有するものである。
【０００６】
　上電極１２２および下電極１２４には、駆動電圧を印加するための図示しない電源回路
が接続されており、二次元／三次元画像表示の切り替えに応じて、電圧印加／電圧無印加
が切り替えられる。例えば、電圧印加により二次元画像表示に切り替えられ、電圧無印加
により三次元画像表示に切り替えられる。上電極１２２および下電極１２４への印加電圧
の有無により、液晶層１２３を透過する光の偏向状態が切り替えられる。
【０００７】
　パターン化位相差板１２１は、偏光状態の異なる二つの領域１２１Ａ・１２１Ｂが交互
にストライプ状に形成されている。パターン化位相差板１２１には、液晶層１２３を透過
した光が入射される。パターン化位相差板１２１の領域１２１Ａと領域１２１Ｂとでは、
そのラビング方向、すなわち遅相軸の方向が異なるため、領域１２１Ａを通過した光と領
域１２１Ｂを通過した光とでは、その偏光状態が異なる。例えば、領域１２１Ａを通過し
た光と領域１２１Ｂを通過した光との偏光軸が９０°異なるように設定されている。
【０００８】
　なお、領域１２１Ａおよび領域１２１Ｂを透過する光の偏向状態は、パターン化位相差
板１２１に入射する光、すなわち、液晶層１２３を透過する光の偏向状態に依存する。パ
ターン化位相差板１２１を透過した光は、上記ドットマトリクス型液晶パネル１０１の偏
光板１１５に入射される。
【０００９】
　ここで、三次元画像表示時、すなわち、液晶層１２３に電圧無印加されている時には、
領域１２１Ａを透過した光の光軸と偏光板１１５の透過軸とが平行となり、領域１２１Ｂ
を透過した光の光軸と偏光板１１５の透過軸とが直交するように設計されている。
【００１０】
　すなわち、図１２に示されるように、パターン化位相差板１２１の偏光板１１５との関
連した光学作用によって視差バリアの機能が達成され、パターン化位相差板１２１におけ
る領域１２１Ａが透過領域、領域１２１Ｂが遮断領域となる。
【００１１】
　領域１２１Ａおよび偏光板１１５を透過し、かつ、左目方向に進行する光は、左目用画
像データを表示する画素電極１１４Ｌにより電圧印加された液晶層１１３を透過する。一
方、領域１２１Ａおよび偏光板１１５を透過し、かつ、右目方向に進行する光は、右目用
画像データを表示する画素電極１１４Ｒにより電圧印加された液晶層１１３を透過する。
左目用画像データおよび右目用画像データは、それぞれ観測位置の異なる画像に対応する
データである。そのため、左目用画像データに対応する表示画像を左目に視認し、右目用
画像データに対応する表示画像を右目で視認することで、表示画像が三次元画像として認
識される。
【００１２】
　一方、二次元画像表示時、すなわち、液晶層１２３に電圧印加されている時には、領域
１２１Ａを透過した光の光軸および領域１２１Ｂを透過した光の光軸は、偏光板１１５の
透過軸と左右対称の角度のずれが生じるように設計されている。
【００１３】
　すなわち、領域１２１Ａを透過した光、領域１２１Ｂを透過した光ともに、偏光板１１
５を同じ透過率で透過し、視差バリアの機能が働かない。これにより、図１３で示される
ように、全ての画素の画像が左右両目に視認されるため、二次元画像の表示が可能となる
。
【００１４】
　このように、切替用液晶パネル１０２における液晶層１２３への電圧印加／電圧無印加
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が切り替えられることで視差バリアの有無が切り替えられ、二次元画像表示と三次元画像
表示とが切り替えられる。
【００１５】
　上記二次元／三次元画像両用の液晶表示装置において、ドットマトリクス型液晶パネル
１０１および切替用液晶パネル１０２は、表示品位の劣化を防ぐため、液晶層１１３・１
２３に印加される電圧について極性反転を行っている。ドットマトリクス型液晶パネル１
０１と切替用液晶パネル１０２の極性反転タイミングについては、それぞれ独立したコン
トロール回路により制御されている。
【００１６】
　さらに、ドットマトリクス型液晶パネル１０１に供給される電圧を生成する電源回路と
、切替用液晶パネル１０２に供給される電圧を生成する電源回路とは異なる構成とされて
いる。
【特許文献１】特開平３－１１９８８９号公報（１９９１年５月２２日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、上記従来の構成において、切替用液晶パネル１０２における極性反転の
タイミングの周期については、問題視されておらず、該極性反転のタイミングは、ドット
マトリクス型液晶パネル１０１の垂直周期と非同期であった。また、該極性反転周期は、
ドットマトリクス型液晶パネル１０１の垂直周期よりも極端に短かい場合があった。
【００１８】
　本発明者は、上記切替用液晶パネル１０２における極性反転のタイミングに着目し、該
タイミングに起因して、表示品位が低下するという問題点を見出した。以下に、該問題点
を説明する。
【００１９】
　切替用液晶パネル１０２における極性反転のタイミングがドットマトリクス型液晶パネ
ル１０１の垂直周期と非同期であると、切替用液晶パネル１０２における極性反転位置が
垂直表示開始位置に対して変動する。
【００２０】
　また、切替用液晶パネル１０２における極性反転周期が垂直周期よりも極端に短いと、
切替用液晶パネル１０２における極性は、ドットマトリクス型液晶パネル１０１における
有効表示期間内で複数回反転する。
【００２１】
　図１４は、上記従来の構成におけるドットマトリクス型液晶パネル１０１および切替用
液晶パネル１０２の印加電圧波形を示している。図１４において、上段はドットマトリク
ス型液晶パネル１０１における垂直表示開始信号を、中段はドットマトリクス型液晶パネ
ル１０１の画素電極１１４への印加電圧波形を、下段は切替用液晶パネル１０２への印加
電圧波形を示している。
【００２２】
　図１４に示されるように、一垂直期間には、１～Ｎライン目（行目）の画素電極に電圧
が印加される有効表示期間と、それ以外の帰線期間とがある。図１４では、各有効表示期
間において、切替用液晶パネル１０２の極性が４回反転している。
【００２３】
　また、垂直表示開始信号に対する切替用液晶パネル１０２の極性反転位置は、各垂直期
間で変動していることがわかる。
【００２４】
　ここで、切替用液晶パネル１０２の印加電圧の極性が反転するタイミングでは、切替用
液晶パネル１０２の上電極１２２と、ドットマトリクス型液晶パネル１０１の画素電極１
１４との容量結合から、切替用液晶パネル１０２の印加電圧反転により、画素電極１１４
に入力される映像信号が変動を受けることを、本発明者は見出した。
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【００２５】
　図１５に、切替用液晶パネル１０２の印加電圧反転時における映像信号の波形を示す。
【００２６】
　図１５に示されるように、切替用液晶パネル１０２の印加電圧（すなわち、上電極１２
２と下電極１２４との間の電圧）が負極性から正極性へ反転するタイミングａにおいては
、映像信号が正方向へ変動を受ける。一方、正極性から負極性へ反転するタイミングｂに
おいては、映像信号が負方向へ変動を受ける。
【００２７】
　従って、タイミングａで能動素子がオン状態である画素電極については、映像信号が正
極性の場合、過充電となり、映像信号が負極性の場合、充電不足となる。また、タイミン
グｂで能動素子がオン状態である画素電極については、映像信号が正極性の場合、充電不
足となり、映像信号が負極性の場合、過充電となる。
【００２８】
　画素電極への過充電が生じると、表示画面上、暗線として認識される。また、画素電極
への充電不足が生じると、表示画面上、輝線として認識される。
【００２９】
　そのため、前述したように、一有効表示期間において、切替用液晶パネル１０２の極性
が複数回反転すると、複数本の輝線または暗線が認識されてしまう。さらに、垂直表示開
始信号に対する切替用液晶パネル１０２の極性反転位置が垂直期間ごとに変動する場合に
は、輝線または暗線が画面上を流れる現象が生じる。
【００３０】
　このように、本発明者は、マトリクス型液晶パネルに別の液晶パネルを貼り合わせた構
造を持つ表示装置において、別の液晶パネルに対する印加電圧の極性反転に着目し、該極
性反転により画素電極への印加電圧が変動を受け、表示品位の著しい低下を招いているこ
とを見出した。
【００３１】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、上記輝線や暗線に
よる表示品位の低下を防ぐことのできる表示装置の駆動方法および表示装置を実現するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００３２】
　本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記の課題を解決するために、垂直期間ごとに、
マトリクス状に配列された画素に画像データを印加し、一画面の表示を行う画像表示手段
と、液晶層を挟持する電極対を備え、前記画像表示手段に貼り合わされる液晶パネルとを
有する表示装置の駆動方法であって、略１以上の垂直期間に１回の割合で、前記電極対に
印加する電圧の極性を反転させることを特徴としている。
【００３３】
　上記の駆動方法によれば、画像表示手段の略１垂直期間あるいは１以上の垂直期間に１
回の割合で、輝線あるいは暗線が現れることとなり、１垂直期間に複数本現れていた従来
に比べて、輝線あるいは暗線の本数を減らすことができる。これにより、表示品位の改善
が行える。また、極性反転の回数が減ることから、極性反転にともなう電力を削減するこ
とができ、消費電力の低減が行えるという効果を奏する。
【００３４】
　さらに、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記の構成に加えて、前記垂直期間と同
じ周期で、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させることを特徴としている。
【００３５】
　上記の駆動方法によれば、画像表示手段の垂直周期と、前記電極対に印加する電圧の極
性反転周期とが同じであるため、該極性反転のタイミングと、画像表示手段における垂直
期間の開始時点とは、各垂直期間で常に一定の時間差となる。つまり、各垂直期間におい
て、極性反転のタイミングは、常に一定となる。これにより、表示装置の画面上において
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輝線あるいは暗線が発生する位置が固定化される。その結果、輝線あるいは暗線が視認し
にくくなり、表示品位が向上するという効果を奏する。
【００３６】
　さらに、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記の構成に加えて、前記垂直期間のＮ
倍（Ｎは２以上の整数）の周期で、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させることを
特徴としている。
【００３７】
　上記の駆動方法によれば、液晶パネルにおける印加電圧の極性反転時に発生する画像表
示手段の暗線あるいは輝線が、Ｎ×垂直期間に１回のみ発生する。
【００３８】
　さらに、画像表示装置の垂直期間において、極性反転のタイミングは、常に一定となる
。つまり、表示装置の画面上において輝線あるいは暗線が発生する位置が固定化される。
これにより、表示画面上の輝線あるいは暗線が、視認しにくくなり、表示品位がより一層
向上するという効果を奏する。
【００３９】
　さらに、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記の構成に加えて、前記画像表示手段
の垂直帰線期間内に、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させることを特徴としてい
る。
【００４０】
　ここで、垂直帰線期間は、一垂直期間内において、いずれの画素に対しても画像データ
の書込みを行わない期間である。
【００４１】
　上記の駆動方法によれば、該垂直帰線期間内に液晶パネルにおける印加電圧の極性反転
を行うため、該極性反転による画素への過充電あるいは充電不足が発生しない。そのため
、表示画面上、輝線あるいは暗線は現れず、表示品位を向上させることができるという効
果を奏する。
【００４２】
　さらに、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記の構成に加えて、前記各垂直期間の
開始時点に合わせて、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させることを特徴としてい
る。
【００４３】
　上記の駆動方法によれば、各垂直期間の開始時点が、いずれの画素に対しても画像デー
タの書込みが行われていない垂直帰線期間内に含まれるため、液晶パネルにおける印加電
圧の極性反転は、垂直帰線期間内に行われることとなる。よって、表示画面上、輝線ある
いは暗線は現れず、表示品位を向上させることができる。
【００４４】
　また、垂直期間の開始時点と、液晶パネルにおける印加電圧の極性反転時点とが同じで
あるため、表示装置において、画像表示手段の垂直期間を制御する構成と、液晶パネルに
おける印加電圧の極性反転タイミングを制御する構成を同じものにすることができる。こ
れにより、表示装置の回路構成を簡略化できるという効果を奏する。
【００４５】
　さらに、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記の構成に加えて、前記電極対におい
て、画像表示手段と液晶パネルとの貼り合わせ面側の電極に直流電圧を印加することを特
徴としている。
【００４６】
　上記の駆動方法によれば、電極対における画像表示手段と液晶パネルとの貼り合わせ面
側の一方の電極に、直流電圧が印加されているため、該電極対への印加電圧の極性を反転
する場合、該電極対における他方の電極（貼り合わせ面側と異なる電極）の電位を変化さ
せることとなる。このとき、一方の電極と他方の電極との容量結合により、他方の電極の
電位変動の影響を一方の電極が受ける。しかしながら、貼り合わせ面側の一方の電極は、
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直流電圧が印加されているため、一般に、他の電極電位の変動を受けにくく、電位変動量
が少ない。そのため、画像表示手段の画像データは、液晶パネルにおける印加電圧の極性
反転によって、変動量が少なくなる。
【００４７】
　その結果、極性反転時に発生する輝線あるいは暗線は、他の領域との明度の差が小さく
、視認されにくくなる。これにより、画面の表示品位がより一層向上するという効果を奏
する。
【００４８】
　さらに、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記の構成に加えて、前記画像表示手段
が、液晶層と、該液晶層を挟持する電極対とを備え、前記画像表示手段が備える電極対に
おいて、画像表示手段と液晶パネルとの貼り合わせ面側の電極に直流電圧を印加すること
を特徴としている。
【００４９】
　上記の駆動方法によれば、画像表示手段が備える電極対において、貼り合わせ面側の電
極に直流電圧を印加するため、該電極は、他の電極電位の変動を受けにくく、電位変動量
が少ない。そのため、画像表示手段が備える電極対において、貼り合わせ面側と異なる側
の電極は、液晶パネルへの印加電圧の極性反転の影響を受けにくくなり、過充電あるいは
充電不足の量が減少する。これにより、画像表示手段の画像データは、液晶パネルにおけ
る印加電圧の極性反転によって、変動量が少なくなる。その結果、極性反転時に発生する
輝線あるいは暗線は、より一層視認されにくくなるという効果を奏する。
【００５０】
　また、本発明に係る表示装置は、上記の課題を解決するために、上記の駆動方法を実現
する制御手段を備えることを特徴としている。
【００５１】
　上記の構成によれば、輝線や暗線による表示品位の低下を防ぐことができるという効果
を奏する。
【００５２】
　さらに、本発明に係る表示装置は、上記の構成に加えて、前記画像表示手段において画
像データを印加するための電源と、前記液晶パネルが備える電極対に電圧を印加するため
の電源とを共通化することを特徴としている。
【００５３】
　上記の構成によれば、画像表示手段および液晶パネルに対して一つの電源を設ければよ
く、回路の簡略化が図れるという効果を奏する。
【発明の効果】
【００５４】
　本発明に係る表示装置の駆動方法は、以上のように、略１垂直期間あるいは１以上の垂
直期間に１回の割合で、前記電極対に印加する電圧の極性を反転させるため、輝線あるい
は暗線の本数を減らせることができる。これにより、表示品位の改善が行える。また、極
性反転の回数が減ることから、極性反転にともなう電力を削減することができ、消費電力
の低減が行えるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５５】
　〔実施形態１〕
　本発明に係る表示装置の一実施形態について図１、２に基づいて説明すると以下の通り
である。
【００５６】
　図１は、本実施形態における表示装置の概略構成を示すブロック図である。図１に示さ
れるように、本実施形態の表示装置は、マトリクス型液晶パネル１、切替用液晶パネル２
、映像信号制御回路３、走査電極制御回路４、コントロール回路５、切替用印加電圧生成
回路６、および電源回路７・８を備えている。
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【００５７】
　マトリクス型液晶パネル１は、例えば、アクティブマトリクス型液晶パネルであり、１
～Ｎ行の走査線および１～Ｍ列の信号線が互いに交差するように配置されている。走査線
と信号線とで区分された各領域に、図１２で示したような、偏光板１１１、対向電極１１
２、液晶層１１３、画素電極１１４および偏光板１１５が順に積層された画素部（図示し
ない）が形成されている。すなわち、対向電極１１２と画素電極１１４とは、液晶層１１
３を挟持する電極対を形成している。
【００５８】
　各画素部の画素電極１１４には、例えば薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Thin Film Transi
stor）のような能動素子（図示しない）が接続されている。該能動素子は、走査線および
信号線に接続されており、走査線から入力される走査信号に応じて、オン／オフ制御され
、信号線から入力される映像信号をオン状態の時に画素電極１１４に印加する。
【００５９】
　走査電極制御回路４は、マトリクス型液晶パネル１の各能動素子をオン／オフ制御する
走査信号を、Ｎ本の走査線に出力するためのものである。操作電極制御回路４には、電源
回路７が接続されており、該電源回路７から電源が供給される。また、走査電極制御回路
４は、コントロール回路５に接続されており、コントロール回路５から出力される垂直表
示開始信号および水平同期信号を受ける。
【００６０】
　垂直表示開始信号を受けた走査電極制御回路４は、１行目の走査線に対して、該走査線
に接続されている能動素子をオン制御する走査信号を出力する。その後、水平走査信号の
タイミングにあわせて、走査電極制御回路４は、１行目の走査線に能動素子をオフ制御す
る走査信号を出力するとともに、２行目の走査線に能動素子をオン制御する走査信号を出
力する。このようにして、走査電極制御回路４は、水平同期信号のタイミングに応じて、
１～Ｎ行の走査線に順に走査信号を出力する。
【００６１】
　映像信号制御回路３は、Ｍ本の信号線を介して、マトリクス型液晶パネル１の各画素電
極に映像信号（画像データ）を印加するためのものである。具体的には、映像信号制御回
路３は、映像信号に対応する電圧を各画素電極に印加する。映像信号制御回路３には、電
源回路７が接続されており、該電源回路７から電源が供給される。また、映像信号制御回
路３は、コントロール回路５と接続されており、コントロール回路５から出力される垂直
表示開始信号および水平同期信号を受ける。
【００６２】
　垂直表示開始信号を受けた映像信号制御回路３は、１～Ｍ列の各信号線に対して、１行
目の映像信号を出力する。次に、水平走査信号のタイミングにあわせて、映像信号制御回
路３は、２行目の映像信号を出力する。このようにして、映像信号制御回路３は、水平同
期信号のタイミングにあわせて、１～Ｎ行の映像信号を順に、１～Ｍ列の各信号線に出力
する。
【００６３】
　コントロール回路５は、垂直表示開始信号および水平同期信号を生成し、上記映像信号
制御回路４および走査電極制御回路３に出力するためのものである。
【００６４】
　切替用液晶パネル２は、マトリクス型液晶パネル１に貼り付けられるものであり、例え
ば、二次元画像表示と三次元画像表示とを切り替えるためのものである。切替用液晶パネ
ル２は、図１２で示されるように、パターン化位相差板１２１、上電極１２２、液晶層１
２３、下電極１２４および偏光板１２５が順に積層されて形成されている。すなわち、上
電極１２２と下電極１２４とは、液晶層１２３を挟持する電極対を形成している。
【００６５】
　パターン化位相差板１２１、上電極１２２、液晶層１２３、下電極１２４および偏光板
１２５は、上記マトリクス型液晶パネル１の各画素部に対して共通している。そのため、
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上電極１２２および下電極１２４への電圧印加は、画面全体に対して一括して行うことが
できる。
【００６６】
　切替用液晶パネル２は、切替用印加電圧生成回路６に接続されている。そして、切替用
液晶パネル２における上電極および下電極間に、該切替用印加電圧生成回路６で生成され
た電圧が印加される。ここでは、二次元表示を行う場合、切替用液晶パネル２には電圧が
印加され、三次元表示を行う場合、切替用液晶パネル２には電圧が印加されないとする。
【００６７】
　切替用印加電圧生成回路６は、切替用液晶パネル２に印加する電圧を生成し、入力され
る二次元表示／三次元表示切替信号に応じて、切替用液晶パネル２への電圧印加／電圧無
印加の切り替えを行う。すなわち、切替用印加電圧生成回路６は、切替用液晶パネル２の
駆動を制御する制御手段といえる。
【００６８】
　さらに、切替用印加電圧生成回路６は、印加する電圧の極性の切り替えを行う。印加電
圧の極性を切り替える場合、切替用印加電圧生成回路６は、切替用液晶パネル２の上電極
１２２および下電極１２４のそれぞれに印加する電圧を変動させる。すなわち、正極性か
ら負極性に反転させる場合、切替用印加電圧生成回路６は、上電極１２２の電圧を下げる
とともに下電極１２４の電圧を上げる。逆に、負極性から正極性に反転させる場合、切替
用印加電圧生成回路６は、上電極１２２の電圧を上げるとともに下電極１２４の電圧を下
げる。このように、上電極１２２および下電極１２４の両電極を変えることで、必要な電
源電圧の範囲を小さくすることができ、消費電力低減を図ることができる。
【００６９】
　切替用印加電圧生成回路６は、発振回路６１およびバッファ回路６２を備えている。
【００７０】
　発振回路６１は、切替用液晶パネル２に印加する電圧の極性反転するタイミングを表す
反転タイミング信号を生成するためのものである。
【００７１】
　発振回路６１には、外部から二次元／三次元表示切替信号が入力される。二次元表示を
表す二次元／三次元表示切替信号が入力された場合、発振回路６１は、予め定められたタ
イミングで発振し、該タイミングを表す反転タイミング信号を生成する。そして、発振回
路６１は、後段のバッファ回路６２を介して、生成した反転タイミング信号にあわせて極
性を反転させながら、切替用液晶パネル２の上電極１２２および下電極１２４に対して電
圧を印加する。
【００７２】
　一方、三次元表示を表す二次元／三次元表示切替信号が入力された場合、発振回路６１
は、なにも発振することなく（つまり、反転タイミング信号を生成することなく）、切替
用液晶パネル２の上電極１２２および下電極１２４に対して電圧を印加しない。
【００７３】
　バッファ回路６２は、切替用液晶パネル２に所定の電圧を印加するためのものである。
バッファ回路６２は、発振回路６１および電源回路８に接続されている。発振回路６１か
ら反転タイミング信号が入力されると、バッファ回路６２は、電源回路８からの供給電源
をうけて、所定の電圧を切替用液晶パネル２に出力する。このとき、バッファ回路６２は
、発振回路６１からの反転タイミング信号に応じて、出力する電圧の極性を反転させる。
発振回路６１から信号が入力されない場合、バッファ回路６２は、切替用液晶パネル２に
対して電圧を出力しない。
【００７４】
　このように、切替用印加電圧生成回路６は、二次元表示を表す二次元／三次元表示切替
信号が入力されると、切替用液晶パネル２に対して、所定の電圧を出力するとともに、所
定の反転タイミング信号を生成し、該反転タイミング信号に応じて、出力電圧の極性を反
転させる。一方、三次元表示を表す二次元／三次元表示切替信号が入力されると、切替用



(10) JP 4053508 B2 2008.2.27

10

20

30

40

50

印加電圧生成回路６は、切替用液晶パネル２に対して電圧を出力しない。
【００７５】
　次に、マトリクス型液晶パネル１および切替用液晶パネル２の駆動方法について説明す
る。
【００７６】
　本実施形態における切替用印加電圧生成回路６の発振回路６１は、マトリクス型液晶パ
ネル１の一垂直期間に１回の割合に相当する反転タイミング信号を生成する。
【００７７】
　具体的には、発振回路６１は、マトリクス型液晶パネル１の一垂直周期の略１／２の周
波数に近い周期の反転タイミング信号を生成する。このときのマトリクス型液晶パネル１
および切替用液晶パネル２への印加電圧波形を図２に示す。
【００７８】
　図２に示されるように、切替用液晶パネル２における印加電圧の極性反転は、マトリク
ス型液晶パネル１の一垂直期間内に１回程度となる。つまり、図１４に示した従来の駆動
方法に比べて、一垂直期間における切替用液晶パネル２の極性反転回数を減少させること
ができる。
【００７９】
　これにより、本実施形態における表示装置は、切替用液晶パネル２における印加電圧の
極性反転による画素電極への過充電あるいは充電不足に起因する輝線あるいは暗線の本数
を、従来に比べて減少させることができ、表示品位を向上させることができる。
【００８０】
　また、切替用液晶パネル２における印加電圧の極性反転周期を従来に比べて長くしたこ
とにより、切替用印加電圧生成回路６に要する消費電流を低減することができる。
【００８１】
　なお、本実施形態において、切替用印加電圧生成回路６は、マトリクス型液晶パネル１
の一垂直期間に１回の割合に相当する反転タイミング信号を生成する構成とした。しかし
、これに限られない。切替用印加電圧生成回路６は、マトリクス型液晶パネル１における
２以上の垂直期間に１回の割合の反転タイミング信号を生成してもよい。これにより、切
替用液晶パネル２における印加電圧の極性反転は、マトリクス型液晶パネル１の２以上の
垂直期間内に１回程度となる。その結果、輝線あるいは暗線は、２以上の垂直期間に１回
のみあらわれ、より一層視認されにくくなる。
【００８２】
　〔実施形態２〕
　上記実施形態１では、マトリクス型液晶パネル１における垂直表示開始信号がコントロ
ール回路５にて生成され、切替用液晶パネル２における印加電圧の極性の反転タイミング
を表す反転タイミング信号が切替用印加電圧生成回路６にて生成される構成とした。すな
わち、垂直表示開始信号と反転タイミング信号とが、別の構成ブロックで生成される。
【００８３】
　そのため、垂直表示開始信号のパルスと、反転タイミング信号のパルスとの時間のずれ
が、垂直期間毎に変化する可能性がある。いいかえると、垂直表示開始信号に対する切替
用液晶パネル２における反転位置が変動する。該時間のずれが垂直期間毎に変化すると、
輝線あるいは暗線が、表示画面上で流れてしまう。これにより、該輝線あるいは暗線が強
調されてしまい、より一層視認されやすくなるという問題がある。本実施形態は、該問題
を解消することのできる構成を有している。
【００８４】
　本実施形態における表示装置について、図３～６に基づいて説明すれば、以下のとおり
である。なお、説明の便宜上、前記実施形態１にて説明した図面と同じ機能を有する部材
については、同じ符号を付記し、その説明を省略する。
【００８５】
　図３は、本実施形態の表示装置の構成を示すブロック図である。図１に示した上記実施
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形態と異なる点は、コントロール回路５の代わりにコントロール回路１５を、切替用印加
電圧生成回路６の代わりに切替用印加電圧生成回路１６を備えており、コントロール回路
１５と切替用印加電圧生成回路１６とが接続されている点である。
【００８６】
　コントロール回路１５は、マトリクス型液晶パネル１を駆動するための水平同期信号お
よび垂直表示開始信号を生成するとともに、切替用液晶パネル２への印加電圧の極性反転
タイミングを表す反転タイミング信号を生成する。コントロール回路１５は、生成した反
転タイミング信号を切替用印加電圧生成回路１６に出力する。なお、コントロール回路１
５が反転タイミング信号を生成する方法については後述する。
【００８７】
　切替用印加電圧生成回路１６は、切替用液晶パネル２に印加する電圧を生成し、入力さ
れる二次元表示／三次元表示切替信号に応じて、切替用液晶パネル２への電圧印加／電圧
無印加の切り替えを行う。さらに、切替用印加電圧生成回路６は、コントロール回路１５
から入力される反転タイミング信号に応じて、印加する電圧の極性の切り替えを行う。
【００８８】
　切替用印加電圧生成回路１６は、フリップフロップ６３およびバッファ回路６２を備え
ている。
【００８９】
　フリップフロップ６３には、外部から二次元表示／三次元表示切替信号が入力され、コ
ントロール回路１５から反転タイミング信号が入力される。
【００９０】
　三次元表示を表す二次元表示／三次元表示切替信号が入力されると、フリップフロップ
６３は、バッファ回路６２を介して、切替用液晶パネル２に電圧を印加しない。
【００９１】
　一方、二次元表示を表す二次元表示／三次元表示切替信号が入力されると、フリップフ
ロップ６３は、バッファ回路６２を介して、切替用液晶パネル２に所定の電圧を印加する
。このとき、フリップフロップ６３は、入力された反転タイミング信号のパルスに応じて
、出力する電圧の極性を反転させる。
【００９２】
　このように、切替用印加電圧生成回路１６は、二次元表示を表す二次元表示／三次元表
示切替信号が入力されると、コントロール回路１５からの反転タイミング信号のパルスに
応じて極性が反転された電圧を切替用液晶パネル２に出力する。すなわち、切替用印加電
圧生成回路１６およびコントロール回路１５は、切替用液晶パネル２の駆動を制御する制
御手段といえる。
【００９３】
　次に、コントロール回路１５が生成する反転タイミング信号の実施例について、図４～
６を参照しながら説明する。なお、図４～６は、各実施例における垂直表示開始信号、マ
トリクス型液晶表示パネル１における印加電圧、反転タイミング信号、および切替用液晶
パネル２における印加電圧の波形を示している。
【００９４】
　　＜実施例１＞
　コントロール回路１５は、垂直表示開始信号の周期（すなわち、垂直周期）と同期した
反転タイミング信号を生成し、生成した反転タイミング信号を切替用印加電圧生成回路１
６に出力する。コントロール回路１５は、垂直表示開始信号と反転タイミング信号との両
方を生成するため、両信号の周期を同一とすることができる。
【００９５】
　図４は、本実施例における各信号および印加電圧の波形を示している。
【００９６】
　図４に示されるように、垂直表示開始信号と反転タイミング信号との周期が同期してい
るため、切替用液晶パネル２に印加される電圧は、一垂直期間に１回のみ極性を反転する
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。したがって、表示画面上において輝線あるいは暗線が現れるのは、一垂直期間に１回だ
けとなり、従来に比べて、輝線あるいは暗線の本数を減少させることができる。
【００９７】
　また、垂直表示開始信号と反転タイミング信号との周期が同期している結果、両信号の
時間のずれは、各垂直期間において一定となる。そのため、表示画面上において輝線ある
いは暗線が現れる位置は、常に固定される。したがって、輝線あるいは暗線が表示画面上
を流れることがなく、輝線あるいは暗線は、視認されにくくなる。これにより、画面上の
表示品位がより一層向上する。
【００９８】
　　＜実施例２＞
　コントロール回路１５は、垂直表示開始信号の周期（すなわち、垂直周期）のＮ倍の周
期と同期した反転タイミング信号を生成し、生成した反転タイミング信号を切替用印加電
圧生成回路１６に出力する。
【００９９】
　図５は、Ｎ＝２における各信号および印加電圧の波形を示している。
【０１００】
　垂直表示開始信号のＮ倍（図では、２倍）の周期と反転タイミング信号の周期が同期し
ているため、切替用液晶パネル２に印加される電圧は、Ｎ垂直期間（図では、２垂直期間
）に１回のみ極性を反転する。したがって、表示画面上において輝線あるいは暗線が現れ
るのは、Ｎ垂直期間（図では、２垂直期間）に１回だけとなり、輝線あるいは暗線がより
一層視認しにくくなる。
【０１０１】
　また、切替用液晶パネル２における印加電圧の極性反転周期を実施例１に比べて長くし
たことにより、切替用印加電圧生成回路１６に要する消費電流をより一層低減することが
できる。
【０１０２】
　さらに、垂直表示開始信号のＮ倍の周期と反転タイミング信号との周期が同期している
結果、両信号の時間のずれは、切替用液晶パネル２の印加電圧の極性反転が行われる各垂
直期間において一定となる。そのため、表示画面上において輝線あるいは暗線が現れる位
置は、常に固定される。したがって、上記実施例１と同様に、輝線あるいは暗線は、表示
画面上を流れることがなく、視認されにくくなる。
【０１０３】
　　＜実施例３＞
　コントロール回路１５は、垂直表示開始信号の周期（すなわち、垂直周期）と同期した
反転タイミング信号を生成し、該反転タイミング信号のパルスがマトリクス型液晶パネル
１の垂直帰線期間内になるように、生成した反転タイミング信号を切替用印加電圧生成回
路１６に出力する。
【０１０４】
　垂直帰線期間は、一垂直期間内において、いずれの画素電極１１４に対しても映像信号
の書込みを行わない期間であり、すべての画素電極１１４に接続された能動素子がオフ状
態である期間である。コントロール回路１５は、垂直表示開始信号および水平同期信号を
基に該垂直帰線期間を容易に算出することができる。すなわち、コントロール回路１５は
、Ｎ行目の画素電極１１４に対応する水平同期信号を出力した後、１行目の画素電極１１
４に対応する水平同期信号を出力する前までの期間を垂直帰線期間とし、反転タイミング
信号のパルスが該垂直帰線期間内になるように、垂直周期と同期した反転タイミング信号
を出力する。
【０１０５】
　なお、１行目の水平同期信号は、垂直表示開始信号のパルスを出力後にはじめに出力す
る水平同期信号である。Ｎ行目の水平同期信号は、垂直表示開始信号のパルスを出力後に
Ｎ番目に出力する水平同期信号である。
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【０１０６】
　図６は、本実施例における信号および印加電圧の波形を示している。
【０１０７】
　図６に示されるように、切替用液晶パネル２における印加電圧の極性反転タイミングは
、マトリクス型液晶パネル１の垂直帰線期間内に発生する。したがって、図１５に示すよ
うな映像信号の変動は、能動素子がオフ状態であるときに起こる。そのため、画素電極へ
の過充電あるいは充電不足が発生せず、表示上、輝線あるいは暗線は現れない。これによ
り、画面の表示品位を向上させることができる。
【０１０８】
　〔実施形態３〕
　本実施形態は、上記実施形態と比較して、回路部品の簡略化を可能とする構成である。
実施形態における表示装置について、図７、８に基づいて説明すれば、以下のとおりであ
る。なお、説明の便宜上、上記実施形態にて説明した図面と同じ機能を有する部材につい
ては、同じ符号を付記し、その説明を省略する。
【０１０９】
　図７は、本実施形態の表示装置の構成を示すブロック図である。図３に示した上記実施
形態と異なる点は、コントロール回路１５が、切替用印加電圧生成回路１６に反転タイミ
ング信号を出力する代わりに、走査電極制御回路４に出力する垂直表示開始信号を切替用
印加電圧生成回路１６にも出力する点である。
【０１１０】
　すなわち、コントロール回路１５は、垂直表示開始信号を反転タイミング信号として、
切替用印加電圧生成回路１６に出力する。
【０１１１】
　図８は、本実施例における信号および印加電圧の波形を示している。図８に示されるよ
うに、反転タイミング信号（垂直表示開始信号）の立ち上がり点は、垂直帰線期間内とな
る。よって、切替用液晶パネル２への印加電圧の極性反転タイミングは、垂直帰線期間内
となる。これにより、上記実施例３と同様に、画素電極への過充電あるいは充電不足が発
生せず、表示上、輝線あるいは暗線は現れない。これにより、画面の表示品位を向上させ
ることができる。
【０１１２】
　また、コントロール回路１５は、垂直表示開始信号と反転タイミング信号とを共通化す
ることができる。これにより、コントロール回路１５における回路構成を簡略化すること
ができる。
【０１１３】
　〔実施形態４〕
　本実施形態は、上記実施形態と比較して、さらに回路部品の簡略化を可能とする構成で
ある。本実施形態における表示装置について、図９に基づいて説明すれば、以下のとおり
である。なお、説明の便宜上、上記実施形態にて説明した図面と同じ機能を有する部材に
ついては、同じ符号を付記し、その説明を省略する。
【０１１４】
　図９は、本実施形態の表示装置の構成を示すブロック図である。図７に示した上記実施
形態と異なる点は、マトリクス型液晶パネル１用の電源回路７と、切替用液晶パネル２用
の電源回路８とを別個に設けていた構成に代えて、マトリクス型液晶パネル１および切替
用液晶パネル２に対して共通化した電源回路１７を設ける点である。
【０１１５】
　共通化した電源回路１７を一つ設ける構成であるため、電源回路に要する回路部品を大
幅に削減することができ、マトリクス型液晶パネル１および切替用液晶パネル２の駆動回
路の簡略化が可能となる。
【０１１６】
　なお、本実施形態では、図９に示すように、コントロール回路１５および切替用印加電
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圧生成回路１６を備え、コントロール回路１５が切替用印加電圧生成回路１６に対して反
転タイミング信号としての垂直表示開始信号を出力する構成とした。しかしこれに限られ
ない。実施形態１のようにコントロール回路５および切替用印加電圧生成回路６を備える
構成であってもよく、実施形態２のようにコントロール回路１５が反転タイミング信号と
垂直表示開始信号とを個別に出力する構成であってもよい。このような構成であっても、
電源回路を共通化することによる回路部品の削減効果を奏することができるからである。
【０１１７】
　〔実施形態５〕
　本発明の表示装置の他の実施形態について、図１０に基づいて説明すれば、以下のとお
りである。なお、本実施形態に係る表示装置の構成については、図１に示した上記実施形
態と同様の構成を有しているため、説明を省略する。
【０１１８】
　上記実施形態１では、切替用液晶パネル２において、上電極１２２および下電極１２４
（図１２参照）の両方の電極に印加する電圧を反転駆動する構成とした。
【０１１９】
　本実施形態では、切替用液晶パネル２において、マトリクス型液晶パネル１との貼付面
側に位置する上電極１２２に直流電圧を印加し、該上電極１２２に対向する下電極１２４
のみを反転駆動する構成とする。
【０１２０】
　図１０は、下電極１２４のみを反転駆動したときの映像信号の波形を示したものである
。図１０に示されるように、下電極１２４における印加電圧の極性反転の影響により、上
電極１２２の印加電圧は、変動を受ける。これは、上電極１２２と下電極１２４との容量
結合によるものである。ただし、上電極１２２の抵抗が十分に小さく、上電極１２２への
電流供給能力が十分であるため、通常、上電極１２２の変動は、下電極１２４の変動より
も小さくなる。したがって、上電極１２２とマトリクス型液晶パネル１の画素電極１１４
との容量結合によるマトリクス型液晶パネル１の映像信号の変動量は小さくなる。
【０１２１】
　その結果、極性反転時に発生するマトリクス型液晶パネル１の画素電極１１４への過充
電あるいは充電不足の量を減少することができる。すなわち、表示画面上における輝線あ
るいは暗線は、他の領域との明度の差が小さく、視認されにくくなる。これにより、画面
の表示品位が向上する。
【０１２２】
　なお、本実施形態は、上記実施形態１～４と組み合わせることが可能である。すなわち
、上記実施形態の切替用液晶パネル２において、マトリクス型液晶パネル１との貼付面側
に位置する上電極１２２に直流電圧を印加し、該上電極１２２に対向する下電極１２４の
みを反転駆動する構成としてもよい。これにより、マトリクス型液晶パネル１の映像信号
の変動量を小さくし、表示画面上における輝線あるいは暗線をより一層視認されにくくす
ることができる。
【０１２３】
　また、本実施形態では、上述のように、切替用液晶パネル２において、マトリクス型液
晶パネル１との貼付面側に位置する上電極１２２に直流電圧を印加する構成とした。しか
しながら、これに限らず、マトリクス型液晶パネル１において、切替用液晶パネル２との
貼付面側に位置する電極に直流電圧を印加する構成としてもよい。すなわち、図１１に示
すように、マトリクス型液晶パネル１と切替用液晶パネル２の貼り合わせについて、マト
リクス型液晶パネル１の対向電極１１２を貼付面側に配置する構成で貼り合わせを行う。
ここで、マトリクス型液晶パネル１の対向電極１１２に直流電圧を印加することにより、
画素電極１１４は、切替用液晶パネル２における印加電圧の極性反転の影響を受けにくく
なり、過充電あるいは充電不足の量が減少する。その結果、表示画面上における輝線ある
いは暗線は、視認されにくくなる。
【０１２４】
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　また、上述の説明では、マトリクス型表示装置に貼り付けられる液晶パネルを二次元表
示／三次元表示切替用液晶パネルである場合を例示したが、これに限定されるものではな
い。すなわち、マトリクス型表示装置に貼り付けられる液晶パネルは、マトリクス型表示
装置の画素電極と容量結合しうる電極を有している液晶パネルであればよい。
【０１２５】
　例えば、マトリクス型表示装置に貼り付けられる液晶パネルは、第１の表示状態では視
差バリア手段によって分離される第１の表示領域および第２の表示領域のそれぞれに異な
る映像ソースを表示する画面表示を行い、第２の表示状態時では全画面領域で同一の映像
ソースを表示する画面表示を行うような液晶表示パネルであってもよい。
【０１２６】
　また、上記実施形態では、切替用液晶パネル２については、上電極１２２と下電極１２
４との電極２枚構成の場合を例示した。しかしながら、これに限らず、切替用液晶パネル
２については、マトリクス型液晶パネルであってもよい。
【０１２７】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１２８】
　本発明の表示装置の駆動方法および表示装置は、液晶パネルへの印加電圧の極性反転が
他の画像表示手段に与える影響を低減できるため、液晶パネルを複数備える表示装置に適
用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本発明の実施形態１に係る表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図２】上記表示装置における印加電圧の波形を示す図である。
【図３】本発明の実施形態２に係る表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図４】上記表示装置における印加電圧の波形の一例を示す図である。
【図５】上記表示装置における印加電圧の波形の別例を示す図である。
【図６】上記表示装置における印加電圧の波形のさらに別例を示す図である。
【図７】本発明の実施形態３に係る表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図８】上記表示装置における印加電圧の波形を示す図である。
【図９】本発明の実施形態４に係る表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明の実施形態４に係る表示装置における印加電圧および映像信号の波形を
示す図である。
【図１１】上記実施形態４に係る表示装置の変形例の断面図である。
【図１２】従来技術を示すものであり、二次元表示／三次元表示両用の液晶表示装置にお
ける三次元表示時の断面図である。
【図１３】従来技術を示すものであり、二次元表示／三次元表示両用の液晶表示装置にお
ける二次元表示時の断面図である。
【図１４】従来技術の表示装置における印加電圧の波形を示す図である。
【図１５】従来技術の表示装置における印加電圧および映像信号の波形を示す図である。
【符号の説明】
【０１３０】
　　　１　　マトリクス型液晶パネル（画像表示手段）
　　　２　　切替用液晶パネル（液晶パネル）
　　　６　　切替用印加電圧生成回路（制御手段）
　　１５　　コントロール回路（制御手段）
　　１６　　切替用印加電圧生成回路（制御手段）
　１１２　　対向電極
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　１１３　　液晶層
　１１４　　画素電極
　１２２　　上電極
　１２３　　液晶層
　１２４　　下電極

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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